
空き家の適正管理・活用

 改定の目的
 これまで本市が住生活基本計画で取り組んできた，少子高齢化や空
き家問題，市営住宅の整備等の諸課題に加えて，昨今では，脱炭素化
や感染症対策，分譲マンション管理の適正化等，新たな課題への対応
が求められてきています。
 こうした社会情勢の変化や国，北海道の改定計画を踏まえて，今般，
現在の計画を見直し，今後の住宅政策において目指すべき理念を示し，
その実現に向けて，総合的に住生活関連施策に取り組むことを目的と
しています。

旭川市住生活基本計画改定の骨子（案）

 課題・計画の体系
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推進方針

住宅ストックの利活用と流通の活性化

住宅性能の維持・向上と環境への配慮

市営住宅の長寿命化と有効活用

誰もが暮らしやすい住まいづくり

住宅セーフティネットの充実

心地よいと感じる住環境の整備

防災に配慮した地域づくり

豊かな自然環境との調和と共存

適切な管理による住宅性能の維持・向上を図るとともに，住宅の断熱性・気密性の向
上，省エネ設備の導入等による環境負荷の低減を促します。

総合的な空き家・空き地対策を進めるほか，住み替え等の受皿や空き家予備軍の抑制
のため，中古住宅の活発な流通を促進します。

市営住宅の的確な供給や長寿命化に加え，地域拠点施設としての活用を図ります。

ライフスタイルや働き方等が多様化する中で，それぞれの世帯の居住ニーズに対応で
きる住まいの選択・確保ができる環境の整備を推進します。

住宅確保要配慮者が安心して住まいを確保し住み続けられるよう，行政，不動産関係
者，居住支援法人等による居住支援の連携を強化します。

若者，子育て世代，高齢者等を問わず，全ての方が住みやすい住宅や生活しやすい住
環境の実現に取り組みます。

防災機能の強化を図り，公助のみならず自助・共助の促進による地域防災力の向上を
目指します。

空き家や空き地の適切な管理や有効活
用のほか，空き家予備軍の抑制

分譲マンションの管理
近隣の良好な環境の維持や管理組合の
適切な運営と住民の合意形成

ゼロカーボンシティの実現
2050年までに二酸化炭素の排出実質ゼ
ロを目指すための住生活分野における
取組

住宅確保要配慮者への対応
生活支援等ソフト面からの居住支援及
び賃貸人や管理人の不安軽減

高齢化の進行
地域や世帯での支え合いと十分な住宅
性能の確保

子育て世帯の居住ニーズの多様化
多様化するライフスタイルや働き方に
伴う住まいの選択や確保の機会の充実
と子育て環境の整備

地域共生社会の実現
地域コミュニティの担い手不足や多様
な世代が支え合う機会づくり，各機関
との連携

防災意識の向上
市有施設の避難所等としての更なる活
用や市民の自助・共助の備え

雪対策ニーズの急増
変動する積雪状況への対応と自己敷地
や道路等における適切な雪処理

感染症に対応した住環境の整備
コロナウイルス感染症により変化した
社会的ニーズに対する住環境の取組

主な課題

みどりと調和した潤いある環境や雪と寒さに強い居住エリアの形成に取り組みます。

分譲マンションの適切な管理
分譲マンションの計画的な修繕等の実施や周辺の良好な環境保持のため，維持・管理
の適正化を推進します。

見直しの視点

福祉施策と住宅施策の
連携強化

バリアフリーからユニバー
サルデザインへの強化

ハード，ソフト両面からの
災害対策の強化

新たな生活様式に対応した
住環境の検討

空き家予防の取組

住宅ストックの流通促進

住宅の建物性能に加え，
環境性能の向上を促進

市営住宅の適切な管理運営
と地域拠点としての活用

住宅ストック
からの視点

居住者
からの視点

社会環境
からの視点

 改定の背景

分譲マンションの適切な
管理

雪対策の充実

地域コミュニティの充実

旭川市住生活基本計画
（改定版）
R5.3改定予定

計画期間
 R5~R14年度

住生活基本計画
(全国計画)
R3.3改定

(R3～R12年度)

北海道
住生活基本計画

R4.3改定
(R3～R12年度)

第8次
旭川市総合計画
R元.12一部改定
(H28～R9年度)

本市の
関連計画の
改定状況

市民
アンケート

の結果

現計画の
進捗状況

旭川市住生活基本計画
(現計画)

H29.3改定
（H29～H39年度 ）

社会情勢
の変化

集約化
文言修正
再構成

３つに分類

●高齢者・障がい者に対する生活支援などの
 ソフト面からの居住安定の確保
●中古住宅の流通促進
●分譲マンションの管理組合の継続的な運営
●市営住宅の幅広い募集対象の維持
●地域の連携強化及び防災対策等の周知

●セーフティネット住宅における賃貸人への支援
●高齢者・障がい者の地域生活移行支援
 （住宅確保支援等）
●移住促進と空き家の利活用
●空き家発生の抑制
●マンション管理の適正化や長寿命化，再生の円滑
 化の促進
●市営住宅のセーフティネット住宅の中核としての
 役割
●市営住宅の子育て，コミュニティ等の地域拠点
 機能向上
●住宅施策と福祉施策の連携
●防災意識の向上
●地域共生社会実現に向けた拠点・体制等の整備
●低炭素から脱炭素へ
●地域の木材利用の促進
●住宅設備等の省エネ促進

●移住の促進
●既存建物の長寿命化や利活用
●市営住宅の計画的な管理
●防災機能の強化
●町内会加入率の低下対策
●住宅の断熱性・気密性の向上
●ゼロカーボンシティ旭川に向けた取組
●雪対策の充実
●バリアフリーからユニバーサルデザインへの強化
●新たな生活様式への対応

要素の洗い出し

アンケート調査

全国計画や北海道計画

本市の関連計画等

要素の整理 見直しの視点

●セーフティネット住宅の更なる普及推進

●福祉施策とも連携した住宅確保要配慮者
 の居住安定確保

人
口
対
策

●移住対応の推進
●空き家対策及び活用に加え，予防の推進
●住宅ストックの流通促進
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●マンション管理の適正化の推進

●市営住宅の住宅セーフティネットの中核として
 の役割
●市営住宅の戸数管理と長寿命化
●市営住宅のコミュニティ機能の強化

●地域の子育てコミュニティの形成促進

市
営
住
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●高齢者から子育て世帯への住まいの継承

●防災機能の強化
●地域の防災連携体制の強化
●地域住民の防災意識啓発

●地域住民の連携に向けた意識啓発
防
災

低炭素・
省エネ

●低炭素から脱炭素へ強化
●地域木材の利用推進
●住宅の断熱性・気密性の向上

●新たな生活様式に対応した住環境感染症

●道路や敷地内の雪対策の全面的な充実雪対策

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ ●バリアフリーからユニバーサルデザインへ強化
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マンション管理

・福祉施策と住宅施策の連携強化

・市営住宅の適切な管理・運営に
 加え，地域拠点としての活用

・ハード，ソフト両面からの災害
 対策の強化

・空き家対策に加え，空き家予防
 の取組
・住宅ストックの流通促進

・分譲マンションの適切な管理

・住宅の建物性能に加え，環境性
 能の向上を促進

・雪対策の充実

・バリアフリーからユニバーサル
 デザインへの強化

・新たな生活様式に対応した住環
 境の検討

コミュニティ

見直しの視点作成までのフロー 

・地域コミュニティ充実


